
特集

地
域
と
共
に
歩
ん
だ
さ
わ
ら
び
文
化
祭
の
歴
史

第2回 さわらび文化祭

　第
一
回
さ
わ
ら
び
文
化
祭
は
、一
九
八
二
年（
昭
和

五
十
七
年
）十
一
月
二
十
日（
土
）、二
十
一
日（
日
）、

「
あ
つ
ま
れ
仲
間 

ひ
ろ
が
れ
福
祉
」を
テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　そ
れ
ま
で
、個
々
の
施
設
で
行
わ
れ
て
い
た
文
化
祭

を
、社
会
福
祉
法
人
四
施
設（
さ
わ
ら
び
荘
、珠
藻

荘
、あ
か
ね
荘
、若
菜
荘
）と
医
療
法
人
二
施
設（
山

本
病
院
、福
祉
村
病
院
）が
合
同
で
行
う
も
の
で
、福

祉
村
始
ま
って
以
来
の
大
き
な
行
事
で
し
た
。

　さ
わ
ら
び
文
化
祭
は
、身
体
障
が
い
者
や
知
的
障

が
い
者
、そ
し
て
寝
た
き
り
の
高
齢
者
と
いっ
た
枠
で

人
を
判
断
す
る
こ
と
な
く
、障
が
い
に
程
度
の
差
こ
そ

あ
れ
、生
き
る
行
為
に
お
い
て
は
等
し
い
重
み
が
あ

り
、そ
れ
ぞ
れ
が
素
晴
ら
し
い
生
の
営
み
を
行
って
い

る
、そ
う
し
た
福
祉
村
の
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
た

作
品
と
、入
居
の
日
常
生
活
を
知
って
い
た
だ
く
場
と

し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　そ
の
後
、福
祉
村
内
に
明
日
香
、し
ろ
が
ね
、第
二

さ
わ
ら
び
荘
と
設
立
さ
れ
て
い
く
中
で
、文
化
祭
の
規

模
も
大
き
く
なって
い
き
ま
し
た
。

　ま
た
、文
化
祭
の
テ
ー
マ
は
、そ
の
時
代
に
沿
っ
た

テ
ー
マ
が
選
ば
れ
、地
域
の
方
々
に
広
く
開
か
れ
た
イ

ベン
ト
と
し
て
三
十
八
年
間
、開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　残
念
な
が
ら
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、毎
年
文
化
祭
の
中
で
実
施
さ
れ
て
い
る

ア
ー
ト
作
品
展「
秋
陽
展
」は
今
年
も
実
施
し
、作
品

の
展
示
を
十
一
月
三
日
か
ら
二
週
間
程
度
、感
染
対

策
を
十
分
に
と
り
つつ
行
う
予
定
で
す
。ま
た
新
た

に
、秋
陽
展
の
受
賞
作
品
を
さ
わ
ら
び
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
て
紹
介
す
る
取
り
組
み
も
行
う
予
定
と

なって
お
り
ま
す
。こ
ち
ら
は
期
限
を
定
め
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
、い
つ
で
も
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。　さ

わ
ら
び
会
の
利
用
者
様
や
そ
の
ご
家
族
、職
員

が
様
々
な
想
い
を
込
め
て
制
作
、撮
影
し
た
作
品
を

是
非
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 

（
塩
見
）
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さ
わ
ら
び
文
化
祭 

テ
ー
マ
一
覧

社会福祉法人さわらび会創立10周年

第１回 さわらび文化祭

1986年11月 さわらび誌第163号掲載

1982年11月 さわらび誌第115号掲載

あ
つ
ま
れ
仲
間
　ひ
ろ
が
れ
福
祉

か
た
り
あ
お
う
　福
祉
の
心

生
き
る
よ
ろ
こ
び
　社
会
の
和

つ
た
え
よ
う
　心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

早
蕨
会
10
周
年
記
念
文
化
祭

響
け
高
ら
か
に
　心
と
心
の
大
合
唱

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
　緑
の
村
で

き
そ
え
創
造
　福
祉
の
村
で

出
会
い
と
ふ
れ
合
い

み
ん
な
の
力
で

第
一
回（
一
九
八
二
）●

第
二
回（
一
九
八
三
）●

第
三
回（
一
九
八
四
）●

第
四
回（
一
九
八
五
）●

第
五
回（
一
九
八
六
）●

第
六
回（
一
九
八
七
）●

第
七
回（
一
九
八
八
）●

第
八
回（
一
九
八
九
）●

第
九
回（
一
九
九
〇
）●

第
十
回（
一
九
九
一
）●
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第
十
一
回（
一
九
九
二
）●

第
十
二
回（
一
九
九
三
）●

第
十
三
回（
一
九
九
四
）●

第
十
四
回（
一
九
九
五
）●

第
十
五
回（
一
九
九
六
）●

第
十
六
回（
一
九
九
七
）●

第
十
七
回（
一
九
九
八
）●

第
十
八
回（
一
九
九
九
）●

第
十
九
回（
二
〇
〇
〇
）●

第
二
十
回（
二
〇
〇
一
）●

第
二
十
一
回（
二
〇
〇
二
）●

第
二
十
二
回（
二
〇
〇
三
）●

第
二
十
三
回（
二
〇
〇
四
）●

第
二
十
四
回（
二
〇
〇
五
）●

第
二
十
五
回（
二
〇
〇
六
）●

第
二
十
六
回（
二
〇
〇
七
）●

第
二
十
七
回（
二
〇
〇
八
）●

第
二
十
八
回（
二
〇
〇
九
）●

第
二
十
九
回（
二
〇
一
〇
）●

社会福祉法人さわらび会創立20周年 1996年11月 さわらび誌第283号掲載

地
球
に
や
さ
し
く
　
人
に
も
や
さ
し
く

助
け
合
う
・・・
手
と
手
つ
な
い
で
・・・

つ
な
ご
う
手
と
手
　
広
げ
よ
う
和
と
輪

広
げ
よ
う
　
文
化
の
こ
こ
ろ
　
福
祉
の
輪

み
ん
な
の
力
で
　
イ
ン
ド
に
し
あ
わ
せ
を

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
明
る
い
社
会

み
ん
な
の
力
で
モ
ン
ゴ
ル
に
幸
せ
を

福
祉
用
具
で
み
ん
な
の
幸
せ
を

大
き
く
育
て
　
福
祉
の
芽
〜
つ
な
げ
よ
う
21
世

紀
へ
〜

み
ん
な
で
築
こ
う
　
未
来
の
福
祉

み
ん
な
の
力
で
　
防
災
　
福
祉

第
二
さ
わ
ら
び
荘
開
設
記
念
　
み
ん
な
の
力
で

み
ん
な
の
幸
せ
を

み
ん
な
で
応
援
　
未
来
を
に
な
う
子
供
た
ち

支
え
あ
お
う
　
子
供
も
大
人
も
　
力
を
合
わ
せ

30
周
年
記
念
文
化
祭
〜
み
ん
な
の
力
で
み
ん
な

の
幸
せ
を
〜

み
ん
な
で
広
げ
よ
う
　
福
祉
と
医
療
の
輪

人
に
や
さ
し
く
　
地
球
に
や
さ
し
く

み
ん
な
で
作
ろ
う 

助
け
あ
う
町
を（
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
）

地
域
に
広
げ
よ
う
　
福
祉
の
輪
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特集

座
長 

統
括
本
部
長

　山
本
左
近

●
豊
橋
市
議
会

　議
員 

沢
田
都
史
子
様

●
豊
橋
市
議
会

　議
員 

前
田
浩
伸
様

●
野
依
校
区
自
治
会

　会
長 

大
浦
純
造
様

●
天
伯
校
区
自
治
会

　副
会
長 

木
村
積
男
様

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
ぽ
〜
と
ナ
イ
ス

　理
事 

行
方
祐
美
様

●
南
稜
中
学
校
二
年
生

　生
徒
会
執
行
部
役
員 

谷
飛
鳥
様

●
野
依
校
区
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ

　さ
く
ら
の
会 

金
田
里
子
様

●
天
伯
校
区
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ

　ひ
だ
ま
り
の
会 

鈴
木
訓
司
様

●
天
伯
保
育
園

　副
園
長 

大
橋
孝
子
様

●
天
伯
小
学
校

　校
務
主
任 

太
田
一
郎
様

●
豊
橋
技
術
科
学
大
学

　機
械
工
学
専
攻

　シ
ス
テ
ム
制
御
研
究
室

 

水
尻
雄
貴
様

 

櫻
井
浩
人
様

●
く
す
の
き
特
別
支
援
学
校

　

　教
頭 

渡
会
博
子
様

地
域
福
祉
サ
ミ
ッ
ト

　福
祉
村
公
園
に
は「
伊
勢
路
」の
お
好
み

焼
き
、「
豊
橋
さ
な
え
会
」の
ぜ
ん
ざ
い
、第
二

さ
わ
ら
び
荘
の
模
擬
店
の
五
平
餅
、今
川
焼
、

甘
酒
が
出
店
、ま
た
し
ろ
が
ね
の
焼
き
そ
ば

の
移
動
販
売
、各
施
設
で
の
模
擬
店
も
大
盛

況
と
な
り
ま
し
た
。

　十
三
時
よ
り
福
祉
村
公
園
野
外
ス
テ
ー

ジ
に
て
藤
ノ
花
高
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
演

奏
、若
菜
荘
の
詩
吟
、明
日
香
の
和
太
鼓
、バ

ン
ド
演
奏
、あ
か
ね
荘
利
用
者
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
のマ
ジ
ッ
ク
ハン
ド
に
よ
り
語

り
部
の
会
、EPA

候
補
生
に
よ
り
歌
、演
奏

な
ど
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
立
ち
見
が
出

る
ほ
ど
で
し
た
。

　最
後
に
専
務
理
事
山
本
ゆ
か
り
よ

り
、「
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」と
閉
会
の
挨
拶
が

行
わ
れ
文
化
祭
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

（
渡
邊
憲
）

第
三
十
五
回
さ
わ
ら
び
文
化
祭 

〜
地
域
と
共
に
歩
む
、創
る
さ
わ
ら
び
会
〜

第
三
十
五
回
さ
わ
ら
び
文
化
祭 

〜
地
域
と
共
に
歩
む
、創
る
さ
わ
ら
び
会
〜
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史
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●
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技
術
科
学
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学

　機
械
工
学
専
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　シ
ス
テ
ム
制
御
研
究
室

 

水
尻
雄
貴
様

 

櫻
井
浩
人
様

●
く
す
の
き
特
別
支
援
学
校

　

　教
頭 

渡
会
博
子
様

験
な
ど
が
、ジ
ュ
ゲ
ム
で
は
秋
陽
展
入
選
作

品
、く
す
の
き
特
別
支
援
学
校
児
童
生
徒
の

作
品
展
、イ
ン
ド
福
祉
村
物
産
展
や
ハン
ド

マッ
サ
ー
ジ
、健
康・利
用
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

は
、サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
相
談
や
体
力

測
定
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　文
化
の
日
の
十一月
三
日
、爽
や
か

な
秋
晴
れ
の
中
、第
二
さ
わ
ら
び
荘

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
に
て
開
会
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　式
典
で
は
、ま
ず
理
事
長
山
本
孝

之
よ
り
ご
出
席
く
だ
さっ
た
方
へ々の

お
礼
と
、「
ご
利
用
者
の
皆
様
や
職

員
が
一
年
間
か
け
て
作
っ
た
文
化
的

な
作
品
の
数
々
を
見
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。」と
挨
拶
が
あ
り
、続
い
て
豊
橋
市
長
佐

原
光
一様
は
じ
め
多
く
の
皆
様
よ
り
ご
祝
辞

や
祝
電
を
賜
り
ま
し
た
。

　最
後
に
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
式
典
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　そ
の
後
各
施
設
で
の
催
し
が
始
ま
り
ま

し
た
。主
会
場
の
第
二
さ
わ
ら
び
荘
で
は
地

域
福
祉
サ
ミ
ッ
ト
、珠
藻
荘
で
は
車
椅
子
体

験
や
ビ
ー
ズ
作
り
、あ
か
ね
荘
で
は
プ
ラ
板

創
り
、あ
か
ね
荘
の
歴
史
展
示
、し
ろ
が
ね
で

は
車
椅
子
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
、明
日
香
で
は

木
工
体
験
、バ
ザ
ー
、東
三
河
に
あ
る
各
授

産
所
が
参
加
し
た
東
三
セ
ル
プ
販
売
会
、若

菜
荘
で
は
入
居
者
作
品
展
、フ
ェ
リ
ス
福
祉

村
で
は
入
浴
に
つい
て
の
パ
ネ
ル
展
示
、サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
前
で
はA

ED

、水
消
火
器
体

社
会
福
祉
法
人
さ
わ
ら
び
会
四
十
周
年
記
念

社
会
福
祉
法
人
さ
わ
ら
び
会
四
十
周
年
記
念
第
三
十
五
回
さ
わ
ら
び
文
化
祭
に
は
数
多
く
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
四
十
周
年
記
念
に
相
応
し
い
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

来
賓
の
方
々
を
始
め
お
越
し
い
た
だ
い
た
全
て
の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
三
十
回（
二
〇
一
一
）●

第
三
十
一
回（
二
〇
一
二
）●

第
三
十
二
回（
二
〇
一
三
）●

第
三
十
三
回（
二
〇
一
四
）●

第
三
十
四
回（
二
〇
一
五
）●

第
三
十
五
回（
二
〇
一
六
）●

第
三
十
六
回（
二
〇
一
七
）●

第
三
十
七
回（
二
〇
一
八
）●

第
三
十
八
回（
二
〇
一
九
）●

社会福祉法人さわらび会創立35周年 2016年12月 さわらび誌第524号掲載

社会福祉法人さわらび会創立30周年  2006年11月 さわらび誌第404号掲載

が
ん
ば
ろ
う
日
本 

が
ん
ば
ろ
う
さ
わ
ら
び
会

み
ん
な
の
笑
顔
　
み
ん
な
の
幸
せ

挑
戦
！
サ
ワ
ラ
ビ
ズ
ム

地
域
に
広
が
れ
　
さ
わ
ら
び
の
輪

み
ん
な
で
つ
な
ご
う
　
ア
ジ
ア
の
福
祉

地
域
と
共
に
歩
む
、創
る
さ
わ
ら
び
会

55
周
年
記
念
〜N

EXT
55

　
次
の
時
代
を
共
創

す
る
〜

目
指
せ
！
近
未
来
の
福
祉
〜
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と

の
融
合
〜

令
和
元
年
！
〜
医
療
・
福
祉
の
新
時
代
〜
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